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アンケート結果 

本研修参加者 21 名に会場にてアンケート調査を実施。その場で回収し，12 名から回答を得た(回収率 57.1％)。 

 

1． 属性 

1－1 参加者所属機関名 （表１）。 

表１ 参加者所属機関名 

所属機関名 人数（人） 

筑波大学附属病院 12 

合計 12 

 

 

1－2 職種 12 名中，医師 9 名が（75％）を占めた（図 1）。 

 
図１ 職種 

 

1－3 診療科 9 名中，消化器外科が 7 名（78%）であった（図 2）。 

 

図 2 診療科 

 

 

1－4 年齢と性別 12 名中，男性 8 名（66.6%），女性 3 名（25％）無回答 1 名であった（表 2）。 

表 2 年齢と性別 

年齢 

性別 
20 代 30 代 40 代 50 代 無回答 計 

女性 0 5 3 0 0 8（66.7％） 

男性 1 2 0 0 0 3（25.0％） 

無回答 0 0 0 0 1 1（8.3％） 

計 1（8.3％） 7（58.4％） 3（25％） 0（0%） 1（8.3％） 12（100％） 

9 2 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医師 放射線技師 無回答

7 1 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

消化器外科 泌尿器科 その他
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1－5 参加回数 総合がん診療センター主催の研修会に参加したことがあるかの問いに，“ない”は 4 名（33.3％）

“ある”は 8 名（66.7％）であった（図 3）。 

 

図 3 参加回数 

 

2. 情報収集手段 「くちコミ」が 6 名（50％）であった（図 4）。 

 
図 4 情報収集手段 

3. 研修について 

3－1 参加理由 今回の研修に参加した理由として，「興味があった」の回答が 4 名（33.3％）であった（図 5）。 

 
図 5 参加理由 

 

3－2 期待度 研修に対する期待に対して，肯定的な回答で 7 割以上占めた（図 6）。 

 

4 1 1 2 1 3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ない 1回 2回 3回 4回 無回答

病院H.P

17％

送付した案内

25％

くちコミ

50％

無回答

8％

興味が

あった

33％

自己研鑽

8.4％

同僚の誘い

8.4％
上司のすすめ

8.4％

その他

8.4％

複数回答

25％

無回答

8.4％

非常にあった

26％

ややあった

50%

どちらとも

言えない

8％

あまりなかった

8％

無回答

8％
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図 6 期待度 

3－3 満足度 研修の満足度は，肯定的な回答で 8 割以上占めた（図 7）。  

 
図 7 満足度 

 

3－4 役立ち度 研修が役立つものであったかの質問に対して，「非常に役立つ」「やや役立つ」の回答で 8 割以上

を占めた（図 8）。 

 

図 8 役立ち度 

 

3－5 今後の参加 今後またこのような研修に参加したいかの質問に対して，「非常に思う」「やや思う」の肯定的

な回答で 8 割以上を占めた（図 9）。 

 

図 9 今後の参加
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3－6 研修時間 研修時間の妥当性の質問に対し，「長かった」の回答が 5 割を占めた（図 10）。 

 
図 10 研修時間 

 

3－7 研修方法 研修方法に対する質問に対して，「妥当であった」が 8 名（67%）であった（図 11）。 

 

 
 

図 11 研修方法 
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